
■ 株主メモ

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

株 主 名 簿 管 理 人 お よ び
特 別 口 座 の 口 座 管 理 機 関
株 主 名 簿 管 理 人 事 務 取 扱 場 所

（ 郵 便 物 送 付 先 ）

（ 電 話 照 会 先 ）

（インターネットホームページURL）
（ よ く あ る ご 質 問（FAQ））

公 告 方 法

上 場 証 券 取 引 所

毎年1月1日から12月31日まで
毎年3月開催
定時株主総会	 毎年12月31日
期 末 配 当	 毎年12月31日
中 間 配 当	 毎年  6月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
0120-782-031（フリーダイヤル）
受付時間 9：00～17：00（土日休日を除く）
https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/
https://faq-agency.smtb.jp/?site_domain=personal

電子公告によるものとし、当社のホームページに掲載いたします。
ただし、やむを得ない事由により、電子公告によることができない場合は、日本経済新聞
に掲載する方法により行います。
当社ホームページアドレス　https://www.thine.co.jp/
東京証券取引所スタンダード市場

【株式に関する住所変更等の届出および照会について】
　証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等の届出および照会は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。
証券会社に口座を開設されていない株主様は、上記の電話照会先にご連絡ください。なお、お手続き方法やよくあるご質問は、
上記「よくあるご質問（FAQ）」サイトでご確認いただけます。

【特別口座について】
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかった株主様には、株主名簿管理人である上
記の三井住友信託銀行株式会社に口座（特別口座といいます。）を開設しております。特別口座についての照会および住所
変更等の届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。
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THine製品のユースケース（活用例）

車載ディスプレイ
の表示制御

THineグループの  ビジネス領域
THineグループは、Interfaceの価値を通じて、
未来を創造する架け橋（Interface）となるこ
とを目指してまいります。
独自の技術力や差別化力、AI/IoT活用力により、
Smart Connectivity（ヒト・モノが生み出す膨
大なデータをスマートにつなげること）を実現
してまいります。

車両運行管理

自動販売機管理

　THineグループは、人財による創造と挑戦を重視する企業
文化に一層磨きをかけながら、社会貢献するとともに、中長
期成長を実現してまいります。特に、新常態への変革が急速
に求められる中、新たな経営体制により、センシングや
AI&IoTでのソリューション提供などを通じて、モビリティ、
無人化、リモート化等の新市場拡大に貢献してまいります。
　今後ともTHineグループ事業へのご理解、ご支援をお願い
申し上げます。

2023年3月

バス、トラック等の業務用車両の
位置情報・運行・動態管理

クレジットカード等による、
キャッシュレス決済を実現

自動販売機の
在庫管理・監視・
売上金額集計

キャッシュレス決済

代表取締役会長
飯塚　哲哉

代表取締役社長
南　洋一郎

車載ディスプレイ

POS端末

自動販売機画面

POS端末の
情報伝送

自動販売機画面の
情報伝送
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見守り
ヘルスケアサービス
児童や高齢者の見守りや
高品質な患者のケアを実現

サイネージの高解像度
画像伝送

※ローカル5G…�国からの無線局免許取得により、企業や
自治体が自らの敷地内で自営の5Gネッ
トワークを構築・運用・利用すること。

THineグループの  ビジネス領域 THine製品は世の中の様々な製品・サービスの革新に貢献しています。

広告・販売戦略の変革

安全運転支援

Hyper Automationの加速

通信型
ドライブ

レコーダー リアルタイムでのコンテンツ
配信など、訴求効果の高い
広告・販促活動を実現

ドライバーの疲労等の異常を
検知し、安全運転を実現

（ドライバーサポートシステム）

GPS
見守り端末

通信型電子ペーパーサイネージ

デジタルサイネージ

内視鏡など、医療用
カメラの高度な
画像処理・伝送

医療機器

ローカル5Gエリア

故障予兆
検知

稼働状況を
見える化

エッジAIソリューション

電流センサー

振動センサー

温度センサー

イメージセンサー

省人化の
実現

自律化の
推進

5Gの環境下、工場内の膨大なデータ（センサーから
の情報、画像情報等）を収集し、現場（エッジ）に近い
場所で一次処理（エッジAIソリューション）の後、	
さらに生産性向上や自律化、省人化を実現

車載機器
車載機器の高度な
画像処理・伝送

データを蓄積するとともに、
AI（人工知能）で情報分析

AI

AI
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哉英電子股份有限公司

Taiwan

賽恩電子香港股份有限公司
前海賽恩電子(深圳)有限公司
前海賽恩電子(深圳)有限公司上海分公司
深圳泰晨通訊科技有限公司

China

ザインエレクトロニクスコリア株式会社

Korea

1991年5月 株式会社ザイン・マイクロシステム研究所を設立

2010年4月 THine Electronics Korea, Inc.を韓国現地法人として設立

1997年2月 サムスン電子株式会社との合弁を発展的解消（MBO）で合意、自社ブランドLSI事業を開始

2001年8月 JASDAQ市場へ新規株式公開（IPO）

2000年10月 哉英電子股份有限公司（THine Electronics Taiwan, Inc.）を台湾現地法人として設立

1992年6月 サムスン電子株式会社（韓国）との合弁により、ザインエレクトロニクス株式会社を設立

2012年11月 賽恩電子香港股份有限公司（THine Electronics Hong Kong Co., Ltd.）を設立

History

　THineグループは、台湾、中国を
始めとする世界トップの製造委託先
各社で生産した製品をグローバルに
販売しております。
　台湾、韓国、中国といったアジア
や米国に販売拠点を持ち、世界市場
をターゲットに積極的な事業展開を
ますます加速させてまいります。

THineグループの
グローバル展開
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2013年5月 前海賽恩電子（深圳）有限公司（THine Electronics Shenzhen Co., Ltd.）を設立

2016年2月 シリコンライブラリ株式会社と資本業務提携

2013年10月 前海賽恩電子（深圳）有限公司上海分公司を設立

東京本社

Japan

キャセイ・トライテック株式会社

Japan THine Solutions, Inc.

America

2018年2月 THine Solutions, Inc.を米国現地法人として設立

2018年12月 キャセイ・トライテック株式会社を連結子会社化

2022年1月 中期経営戦略「5G&Beyond-NE」スタート

2022年4月 東京証券取引所スタンダード市場へ移行
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中期経営戦略 （2022-2024年度）「 」5G&Beyond-NE

基本戦略

目標達成への取り組み『戦略５ゴール』
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『戦略５ゴール』を再定義して
営業利益3倍（2021年度比）を目指していきます。

成長市場に

従来の中期経営戦略「5G&Beyond」をベースとして事業環境変化に適応した差別化力と
新たな付加価値を通じて社会貢献を目指してまいります。

1 急回復傾向にある既存ビジネスを強⼒に推進。

2 成⻑トレンドにある⾞載市場・産機市場向け
　 ビジネスを大いに伸展。
　 ▶新常態（リモート／非対面／非接触／無人化等）に
　 　求められる変革への貢献を強化。

3 中国⾞載向けに継続的に高速伝送LSI新製品の
　 投⼊を遂⾏。
　 ▶カメラ⽤、ディスプレイ⽤の新製品ラインナップを
　 　純正⾞載向けに展開。

4 将来への成⻑に繋がる5G/AI・IoT、医療分野、
　 等への積極的な拡販活動の推進。

5 新製品開発への積極的な
　 研究開発投資、人財拡充の推進。
6 製造委託先の高稼働状況を踏まえ、
　 営業と生産が一体となった事業運営体制の構築。

MedicalHyper Automation

Beyond5G/8K

（医療への貢献）（産業用IoTの貢献）

（新規成⻑ユースケースへの貢献）

●医療⽤カメラ（内視鏡等）
●医療⽤⾼解像度モニター

●統合型IoTトランシーバー
●センサーデータ統合伝送

●Beyond5G技術（300GHz電波利⽤技術）
●8K映像ソリューション

Mobility5G/AI·
IoT Solution （⾞載への貢献）

（IoTスマート
  基盤への貢献） ●⾞載カメラ

　⾼解像度化・複数化
●⾞載ディスプレイ●5G無線通信

●顔認証ソリューション
●スマートメーター

5  Goals
Beyond

&

5G

AI

6G

5G

AI

5G

AI

6G

5G

AI

5G

AI

6G

5G

AI

5G

AI

6G

5G

AI

5G

AI

6G

5G

AI



産業用DXカメラへの貢献 各種機器のIoT接続への貢献

MIPIカメラSerDes*スターターキット提供開始
* SerDes: �送信技術（Serializer）と受信技術（Deserializer）を組み合わせた技術の

総称

・産業用DXカメラ長距離伝送を可能に (最大15m)
・カメラシステム設計期間を大幅に短縮

LTEモジュール内蔵セルラー無線LANルーターCTL-116
・国内通信キャリアをほぼ利用可能
・VPNに対応
・小型軽量設計: サイズ:99.7x98.7x23.4 mm 約250g

PCビューワ
（Windows）

4種類のカメラに対応
・ 800万画素
・ 500万画素
・ 200万画素（フルHD相当）
・ 130万画素

画像送信ボード

画像受信ボード

LANケーブル

グラバーボード

カメラ（4種類）

USB接続

VPNサーバ

ローカル端末

クラウドサーバ

CTL-116
VPNクライアント

CTL-116

LTE通信網

地域BWA

ローカル端末

VPNトンネル
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し、目標年次（2024年度）におけるを再定義して

FY2020実績 FY2021実績 FY2022実績 FY2023計画 FY2024計画

■売上高　■売上総利益　■営業利益

0
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4,000

6,000

8,000
（百万円）

成長ユースケースでの粗利を2022年に倍増

営業利益3倍増

5G&Beyond-NE

5G&Beyond

5G&Beyond -NE  業績見込み推移

成長市場 注力



Ｑ 今期業績を教えてください。

Ａ 中期経営戦略「5G&Beyond-NE」の初年度は増収増益を達成しました。
　THineグループは、近年のコロナ禍に代表される大きな事業環境の変化に対応し、新しい成長ユースケー
スを再定義する形で今期（2022年12月期）より2024年を目標年次とする中期経営戦略「5G&Beyond-NE
（NewEra）」を進めております。
　今期は、LSI事業が順調に推移し、AIOT事業は回復傾向となりました。
　LSI事業は、厳しい製造逼迫の環境下において、営業と生産が一体となった事業運営を継続し、日本と米
国が業績をけん引して前期比23％増の成長を実現しました。ビジネス別では、LSI事業の売上の73%を占
める産業機器市場向けビジネスが、OA機器やアミューズメント機器向けの製品出荷の増加により前期比
38％と大きく伸びました。また、LSI事業の売上全体の21%を占める車載機器市場向けビジネスでは、当
社の高速情報伝送用LSI製品の出荷が前期比で増加しており、特に米国市場向けで前期比185％と大幅に増
加し、車載機器市場向けビジネス全体としても前期比11％の増加となりました。その結果、LSI事業の売
上高は41億99百万円、売上総利益は25億70百万円となりました。
　AIOT事業は、売上全体の約8割を占める通信モジュール製品の売上が、上半期に中国上海地区のロック
ダウン等の影響による物流停滞や顧客需要の後倒し等により大変苦戦しましたが、下半期以降は顧客需要
も回復傾向となり、また、大口顧客向け出荷も開始したこと等により、前期比23%の増加となりました。
　以上の結果、今期の大幅な円安による為替差益を加え、グループ全体で、売上高54億56百万円（前期

中期経営戦略「5G&Beyond-NE」の
初年度は増収増益を達成。
次期は達成に向けた「ステップ」の年に。

代表取締役社長
　南　洋一郎
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比22.9%増）、売上総利益29億87百万円（前期比17.2%増）、営業利益６億１百万円（前期比23.8%増）、
経常利益９億６百万円（前期比29.8%増）親会社株主に帰属する当期純利益８億20百万円（前期比
12.7%増）となり、増収増益を達成することができました。

Ｑ 次期の見通しを教えてください。

Ａ 中期経営戦略「5G&Beyond-NE」の達成に向けた「ステップ」の年になります。
　THineグループを取り巻く環境は、引き続き新型コロナウイルス感染症の影響、原材料価格の高騰や半
導体製品の製造逼迫の状況の継続等、厳しい市場環境下での事業運営が継続すると見込まれる一方で、需
要回復の傾向も見られ、今後の成長に向けた大きなチャンスであると認識しております。
　次期（2023年12月期）の営業活動においては、市場の求める製品開発と提案を積極的に行い、コロナ
禍による新常態（リモート／非対面／非接触／無人化等）に求められる変革への貢献をさらに強化するた
め、成長トレンドにある車載機器市場・産業機器市場向けビジネスを大いに伸展させていきます。また、
将来への成長につながる５G・AI/IoT、医療分野等への積極的な拡販活動も進めてまいります。
　LSI事業では、車載カメラおよびディスプレイの高解像度化に貢献するV-by-One® HS技術搭載の新製品
およびソリューションの提供、産業機器市場のIoTシステムにおけるコネクティビティのスマート化に貢
献する高速トランシーバLSI製品の市場投入を加速してまいります。
　AIOT事業では、通信型ドライブレコーダー等のIoT機器向けの通信モジュール製品の拡販活動、５Ｇ無
線ブロードバンドルーターなどを通じたIoTスマート基盤に貢献するデバイスおよびソリューションの提
供を加速してまいります。研究開発活動についても、上記２事業に対して、総額12億10百万円（前期比
19.8%増）を積極的に投資する計画としています。
　また、今期はTerra Drone社と資本業務提携を締結しました。今後はドローンや空飛ぶ車のリアルタイ
ム航空管制実現に向けた中長期的な視点に立った業務も推進してまいります。

Ｑ 株主の皆様へのメッセージをお願いします。

Ａ 2022年4月、東京証券取引所スタンダード市場へ移行しました。
　今期の期末配当につきましては、今期業績を考慮しながら総合的に勘案して、1株当たり金15円とさせ
ていただきました。
　なお、当社は、2022年4月、東京証券取引所スタンダード市場に移行いたしました。
　今後も株主の皆様のご期待にお応えできるよう全力を挙げてまいります。今後ともご支援を賜りますよ
う、宜しくお願い申し上げます。

※「V-by-One」は、ザインエレクトロニクス株式会社の登録商標です。
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売上高
4,441

売上
総利益
2,549

経常
利益
698

営業
利益
485

売上原価
2,468

販売費及び
一般管理費
2,386

親会社株主に
帰属する

当期純利益
727

財務活動による
キャッシュ・フロー

△100固定資産
630

負債
935負債

809

資産合計
9,867

流動資産
9,236

流動資産
9,767

資産合計
10,669

負債・純資産
合計

10,669

純資産
9,057

負債・純資産
合計
9,867 現金及び

現金同等物の
期末残高

7,743

7,302

現金及び
現金同等物の

期首残高

純資産
9,734

固定資産
901

投資活動による
キャッシュ・フロー

△423

売上高

5,456
売上総利益

2,987

営業利益
601

営業外
収益
305

営業外
費用
0.4

経常利益
906

特別
利益
86

税金等調整前
当期純利益
993

法人税等
163

親会社株主に帰属する
当期純利益
820

営業活動
による

キャッシュ・
フロー
△191

現金及び
現金同等物

に係る
換算差額
273

連結損益計算書の概要 （単位 ： 百万円）

2021年1月1日～12月31日（前期） 2022年1月1日～12月31日（当期）

連結貸借対照表の概要 （単位 ： 百万円） 連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （単位 ： 百万円）

2021年
12月末

（前期）

2022年
12月末

（当期）

2021年
12月末

（前期）

2022年
12月末

（当期）

2021年
12月末

（前期）

2022年
12月末

（当期）

有形固定資産
92
無形固定資産
266
投資その他の
資産
271

流動負債
678
固定負債
131

有形固定資産
206
無形固定資産
148
投資その他の
資産
547

流動負債
798
固定負債
136

当期の
ポイント

▍LSI事業が順調に推移し、AIOT事業は回復傾向。両事業とも増収増益。
▍LSI事業　　売上高4,199百万円（前期比＋23％）

産業機器市場向け（OA機器・アミューズメント機器、等）のビジネスを中心に順調に推移。
▍AIOT事業	 売上高1,257百万円（前期比＋23％）

中国上海地区のロックダウンの影響等により一時低調に推移したものの、	 
秋口以降は回復傾向。
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発行可能株式総数・・・・・・・・・・ 48,800,000株
発行済株式の総数・・・・・・・・・・ 12,340,100株
株主数・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,626名
大株主（上位10名）

62.01%

38.98%

19.24%

12.08%

2.77%

0.75%

12.08%

5.89%

14.58%

6.00%

12.47%

9.98%

0.02%

3.15%

所有者別状況

所有株数別状況

■ 個人・その他 7,651千株
■ その他の国内法人 2,374千株
■ 金融機関 92千株
■ 証券会社 388千株
■ 自己株式 1,491千株
■ 外国法人等 341千株

■ 1,000単元以上 4,809千株
■ 500単元以上 726千株
■ 100単元以上 1,799千株
■ 50単元以上 739千株
■ 10単元以上 1,538千株
■ １単元以上 1,232千株
■ １単元未満 2千株
■ 自己株式 1,491千株

■ 会社概要（2022年12月31日現在） ■ 役員（2023年3月29日現在）

■ 株式の状況（2022年12月31日現在）

商 号
英 文 商 号
設 立 年 月 日
資 本 金
所 在 地

従 業 員 数
主要な事業内容

ホームページ

ザインエレクトロニクス株式会社
THine Electronics, Inc.
1992年6月23日
1,175,267,060円
東京都千代田区神田美土代町9番地1
JRE神田小川町ビル3F
128名（連結）
ミックスドシグナルLSIの開発・製造・販売
AI/IoTソリューションの開発・製造・販売
https://www.thine.co.jp/

代 表 取 締 役 会 長 飯 塚 哲 哉
代 表 取 締 役 社 長 南 　 　 　 洋 一 郎
取 締 役 高 田 康 裕
取 締 役 山 本 武 男
取 締 役 中 原 隆 志
取 締 役 安 田 稔 広
取締役常勤監査等委員 渋 谷 勝 之
取 締 役 監 査 等 委 員 山 口 修 司
取 締 役 監 査 等 委 員 松 岡 章 夫
執 行 役 員 佐 々 木 　 和 　 久
執 行 役 員 村 上 芳 道

株　主　名 持　株　数

株 式 会 社 ヒ ル ス ト ン 2,153 千株

飯 塚 哲 哉 2,024
松 　 田 　 健 太 郎 189
西 川 典 孝 179
中 原 隆 志 142
治 部 達 夫 120
株 式 会 社 S B I 証 券 81
シリコンテクノロジー株式会社 77
JP JPMSE LUX RE UBS AG 	
LONDON BRANCH EQ CO 76

上 田 八 木 短 資 株 式 会 社 72

※自己株式（1,491,037株）を除く。
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